
 ※は資料を閲覧する時に必要な請求番号です。 
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■12 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

          1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31             

  は休館日です 
  

 
文 書 館 ふくい    

ＮＯ.９２ 福井県文書館   

〒918-8113 福井市下馬町 51-11  電話 0776-33-8890  URL http://www.library-archives.pref.fukui.jp/ 

平成 2９年１２月発行 

■ご利用案内■ 

開館時間 午前９時から午後５時まで 
 
■フレンドリーバスをご利用ください■ 

▲越美北線開通 

昭和47年 ※66208 
 

▲三国漁港 カニのせり 

昭和58年※ 68915 
 

１９２５年（大正１４）、鉄道の営業距離が１万

哩（約１万６千キロ）を超えた記念に大阪毎日新聞

社と東京日日新聞社が作ったすごろくで、正月の付

録としてつけられました。当時の主要な路線、駅名、

特産物、名所などが記されており、遊びながら学ぶ

ことができます。福井の特産物として「はぶたへ」

（羽二重）が描かれています。 

１月２４日（水）まで、文書館閲覧室で展示して

います。 ▲矢尾真雄家文書（当館蔵）（部分） 1925年（大正 14）C0065-02038 

■郷土新聞作品展示■ 
 期間：12 月 1５日（金） 

～1 月１７日（水） 

会場：文書館閲覧室 
 
中学生が今年の夏休みに、 

郷土の地理や歴史をテーマに 

調査してまとめた郷土新聞の 

優秀作品を展示します。 

■ちょっと昔の１２月風景■ 
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

■鉄道競争すごろく■ 
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■講座案内■ 
 ◎文書館専門講座 

「ふくいの歴史資料
ア ー カ イ ブ ズ

を読み解く」 
 
第 1 回「越前国の西大寺領赤江庄 

―平城京出土木簡を読み解く―」 

日 時：12月 10日（日）13:30～15:00 

講 師：舘野 和己 氏（奈良女子大学特任教授） 

会 場：県立図書館多目的ホール 

定員：７０名 要申込（参加無料） 

*参加者には文書館にて 12 月 1 日から資料を 

配付します。 

*福井ライフアカデミー連携講座です。 

 ◎フィアラ先生の世界をつなぐゼミナール 

『更級日記』を読む 第３回  
 
日 時：１２月１６日（土）13:30～15:00（仮） 

講 師：カレル・フィアラ 

（文書館古典文学顧問・ 

福井県立大学名誉教授） 

会 場：文書館研修室   

定 員：40名 要申込（参加無料） 
 
*『更級日記 現代語訳付き』原岡文子 訳注（角

川ソフィア文庫）（ISBN 978－4－04－

373401－6）を用意して受講してください。 



 

  

 

 

 

   
   

   

 

  

 

  

  

  

 
 
  

 

  

   
    
   
  
 
 

■今月の展示■ 

年末年始は、初詣や帰省など、旅がより身近になる季節です。今回は、

江戸時代から昭和期までの旅にまつわる資料を紹介します。 

江戸時代は寺社参詣や湯治を目的とした徒歩の旅が中心で、伊勢参りや

善光寺参りなどが大人気でした。大正から昭和にかけては、鉄道や自動車

を使った観光を目的とした旅行が普及し、永平寺や東尋坊、気比神宮など、

福井県内の観光地もにぎわいをみせていました。 

余も 17 歳から

参勤交代で江

戸.福井間の旅

を何度もしたも

のじゃ。 

文書館非公式キャラクター 
しゅんがくん（松平春嶽） 

 
 


